
Ⅱ 救急概況               

（２０１９年 １月～６月）  

１ 救急出動状況、救急搬送状況  
２０１９年上半期の救急出動件数及び救急搬送人員は、それぞれ５，６

１３件、５，２１１人であり、前年同期と比べて救急出動件数は８５件（１．

５％）の減少、救急搬送人員は１１７人（２．２％）の減少となりました。       

（図Ⅱ－１、Ⅱ－２、Ⅱ－３参照）  
 

図Ⅱ‐１ 事故種別救急出動状況  

 

 

 
図Ⅱ－２ 事故種別救急搬送状況  
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図Ⅱ－３ 過去５年間の救急推移 

 
２ 市町村別救急活動状況  

市町村別では、米子市の救急出動件数及び救急搬送人員がそれぞれ３，５

３７件(６３．０％)、３，２５３人（６２．４％）と６割以上を占めていま

す。                      （図Ⅱ－４参照）  
 

図Ⅱ－４ 市町村別救急活動状況  
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３ 傷病程度別搬送状況 
傷病程度別の搬送人員を見ると、中等症が２，６５７人（５１．０％）

で最も多く、次いで軽症が１，８５０人（３５．５％）、重症６３４人（１

２．２％）、死亡６８人（１．３％）となっています。 （図Ⅱ－５参照） 
 

図Ⅱ－５ 傷病程度別搬送状況  

 

 

４ 年齢別搬送状況  
   年齢別の搬送人員のうち、６５歳以上の高齢者は３，３６７人（６４．

６％）で搬送人員の６割以上を占めています。    （図Ⅱ－６参照）  
 

図Ⅱ－６ 年齢別搬送状況  
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５ 署所別救急活動状況 
署所別の救急出動件数、救急搬送人員ともに米子市を管轄する米子消防署

が（１，８８３件、１，７２０人）、皆生出張所が（９７７件、９０３人）で

全救急出場の半数以上を占めています。      （図Ⅱ－７参照）  
 

図Ⅱ－７ 署所別救急活動状況  

 

６ 月別救急活動状況 
   月別の救急出動件数を見ると、１月の１，０３６件（１８．５％）が最

も多く、次いで３月、４月の順となっています。   （図Ⅱ－８参照）  
 

図Ⅱ－８ 月別救急活動状況  
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７ 現場到着所要時間、収容所要時間  
   平均現場到着所要時間は９分３９秒、平均収容所要時間は３８分４４秒

であり、前年同期と比べて平均現場到着所要時間は１分１８秒増加、平均

収容所要時間は４０秒増加となりました。 
   各所要時間の延長は、覚知時間が１１９通報の受付時分に変更されたこ

とによるものです。           （別図Ⅱ－９、Ⅱ－１０参照）  
 

図Ⅱ－９ 現場到着所要時間  

 

 

 

図Ⅱ－１０ 収容所要時間 
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８ 応急手当実施状況 
家族等により応急手当が実施された件数は６６人（４４．３％）となり、

昨年より２％減少しました。            （図Ⅱ－１１参照）  
 

図Ⅱ－１１ 応急手当実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 高度救命処置件数 
救急救命処置項目の拡大、認定救急救命士の増加により、高度救命処置件

数は増加しています。              （図Ⅱ－１２参照）  
 

図Ⅱ－１２ 高度救命処置件数  
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１０ 医師引継ぎ時の状況  
   心肺停止傷病者１４９人のうち、救急車で搬送中に２６人の方が循環機

能回復、６人の方が呼吸循環機能回復、３名の方が意識回復まで至りまし

た。                       （図Ⅱ－１３参照）  
 

図Ⅱ－１３ 医師引き継ぎ時の状況  
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